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国
勢
調
査
と
そ
の
意
義
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（墾礪暴雛昌）第1耳6号

こ
と
し
は
十
年
回
帰
の

大
規
模
調
査

　
国
勢
調
査
が
、
今
月
一
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
勢
調
査
と
い

う
の
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

人
口
の
大
き
さ
と
、
そ
の
構
成
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
国
の
基
本
に
な
る
最
も
大
き
な

統
計
調
査
で
あ
る
。

　
大
正
九
年
の
第
一
回
か
ら
五
年
ご
と

に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
と
し
は
十
一

回
日
（
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調
査
を

加
え
れ
ば
十
二
回
目
）
、
規
定
に
よ
れ

ぱ
、
い
わ
ゆ
る
十
年
回
帰
の
大
規
模
調

査
に
当
た
り
、
し
か
も
、
ち
ょ
う
ど
半

世
紀
を
迎
え
る
歴
史
的
に
も
意
義
深
い

調
査
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

世
界
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
『
環
に
も

　
特
に
、
今
回
は
一
九
七
二
年
の
本
土

復
帰
を
前
に
し
て
、
沖
縄
で
も
、
戦
後

は
じ
め
て
本
土
と
｝
体
化
し
て
調
査
を

実
施
し
、
さ
ら
に
、
国
連
が
提
唱
す
る

一
九
七
〇
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
一
環
と

も
な
る
大
が
か
り
な
調
査
、
画
期
的
な

調
査
と
な
っ
た
。

　
す
で
に
、
調
査
票
は
、
町
内
六
十
二

人
の
調
査
員
か
ら
検
収
を
し
て
、
町
で

整
理
の
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
。

変
化
を

　
　
数
字
で
確
か
め
る

　
今
回
の
国
勢
調
査
の
意
義
は
、
変
革

の
時
代
と
い
わ
れ
る
七
〇
年
代
の
豊
か

な
国
づ
く
り
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

の
指
針
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、
六
〇
年

代
の
高
度
経
済
成
長
の
も
と
で
、
社
会

構
造
は
著
し
い
変
化
を
み
た
が
、
こ
れ

を
統
計
の
う
え
で
確
か
め
、
あ
す
へ
の

た
だ
い
ま
兼
行
で

　
　
　
　
追
込
み
中

役
場
庁
舎
増
築
④

　
増
築
部
分
の
、
ま
だ
完
成
し
て

い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
屋

上
に
立
っ
て
西
の
方
を
な
が
め
る

と
、
日
増
し
に
、
た
ん
ぼ
の
黄
色

が
減
っ
て
き
て
、
稲
じ
ま
つ
も
、

も
う
少
し
と
い
う
様
子
を
よ
く
つ

か
め
ま
す
。
ふ
り
返
っ
て
み
る
と

工
事
の
着
手
は
、
つ
い
こ
の
間
の

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
に
、

月
末
は
、
も
う
完
成
の
期
限
で
す

目
下
は
、
最
後
の
追
込
み
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。
工
事
は
昼
夜
兼
行
で

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

飛
躍
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

す
る
わ
け
で
あ
る
。

財
政
に
ひ
び
く

　
　
　
　
　
人
口
増
減

　
特
に
今
回
ふ
え
た
調
査
項
目
と
い
う

う
も
の
は
、
都
市
へ
の
人
ロ
集
中
化
に

伴
う
過
密
と
、
い
っ
ぽ
う
に
お
け
る
過

疎
の
問
題
、
ま
た
、
都
市
周
辺
に
お
け

る
昼
・
夜
人
口
の
激
し
い
移
動
の
実
態

等
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
、
深
刻
な
住

宅
不
足
や
交
通
戦
争
の
解
決
と
か
、
地

域
開
発
の
計
画
立
案
に
役
だ
た
せ
よ
う

と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
こ
の
よ
う
に

国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
県
や

市
町
村
の
行
政
に
直
接
役
だ
つ
資
料
を

得
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
の
市
町
村

財
政
に
も
大
き
な
影
■
響
あ
、
与
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
町
の
一
般
会
計
歳
入
予

算
で
三
七
’
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

人
口
の
増
減
に
伴
っ
て
大
幅
に
伸
び
縮

み
す
る
。
人
口
漸
減
の
当
町
に
と
っ
て

は
、
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

結
果
の
公
表
は

　
　
　
　
　
明
春
か
ら

　
ま
た
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法

は
、
前
回
調
査
（
一
万
二
千
百
九
十
七

人
）
か
ら
一
Q
％
以
上
の
減
少
に
な
れ

ば
問
題
な
く
適
用
さ
れ
る
が
、
調
査
結

果
の
推
定
で
は
七
％
程
度
の
減
少
と
な

る
の
で
、
さ
き
の
山
村
振
興
法
と
同
様

単
独
県
費
に
よ
る
特
別
助
成
事
業
の
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
調
査
結
果
は
、
統
計
局

の
大
型
電
子
計
算
機
に
よ
り
集
計
さ
れ

明
年
春
こ
ろ
か
ら
逐
次
公
表
さ
れ
る
が

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
い
た
し
た
い
。

昔黍吾策言囹
　七重十
蓋日箋躯行
指地員村年月
導方会訪健
所課議門全
設行　指育
置財　導．成
　政　　総

纏詩事

十
日
　
小
学
校
合
同
運
動
会
、
午

　
前
九
時
半
か
ら
上
野
小
学
校
で

　
開
く
。
　
（
後
三
時
閉
会
予
定
）

　
○
町
長
杯
争
奪
町
民
野
球
大
会

　
午
前
七
時
半
か
ら
、
町
営
球
場

　
と
川
西
中
の
二
会
場
で
。

十
三
、
十
四
日
　
教
育
委
員
会
学

　
校
視
察
、
十
三
日
は
仙
田
地
区

　
十
四
日
は
平
場
地
区
。

十
へ
日
　
千
手
地
区
敬
老
会
、
午

　
前
十
時
か
ら
千
手
小
学
校
で
。

二
十
一
日
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り

　
推
進
会
議
、
午
後
一
時
か
ら
、

　
月
見
荘
で
開
く
。

二
十
二
日
　
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

　
査
会
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

　
時
ま
で
、
会
場
は
十
日
町
市
公

　
民
館
。
詳
し
い
こ
と
は
教
委
社

　
会
教
育
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

二
十
五
日
　
○
節
黒
城
跡
展
望
台

　
落
成
式
、
午
前
十
時
か
ら
現
地

　
で
行
な
う
。
　
（
雨
天
の
場
合
は

　
上
野
小
で
。
）
　
当
日
は
、
上

　
野
家
成
公
の
子
孫
で
米
沢
市
に

　
住
む
上
野
清
氏
も
参
列
す
る
。

　
○
青
少
年
実
績
発
表
大
会
、
午

　
後
一
時
か
ら
千
手
小
で
開
く
。

　
○
出
か
せ
ぎ
青
年
学
級
生
の
歓

　
送
会
、
午
後
六
時
か
ら
農
業
セ

　
ン
タ
ー
で
開
く
。
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1
町
議
会
報
告
（
第
七
回
・
定
例
会
）
1

窒
●
舟

農
業
共
済
の
両
会
計
を
補
正

老
人
い
こ
い
の
家
設
置
も
決
ま
る

　
第
七
回
町
議
会
定
例
会
は
、
先
月
十
八
日
に
招
集

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
選
挙
管
理
委
員

同
補
充
員
の
選
挙
の
ほ
か
、
教
育
委
員
の
任
命
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
と
い
っ
た
人
事
案
件

教
育
委
員
に

馬
場
氏
再
選

　
定
例
会
は
、
会
期
を
一
日
と
決
定
し

た
あ
と
、
ま
ず
、
選
挙
管
理
委
員
・
同

補
充
員
の
選
挙
を
行
な
い
ま
し
た
。
選

挙
は
指
名
推
薦
の
方
法
を
と
り
、
議
長

の
指
名
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
か
た

が
た
が
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員

金
山
良
晃
（
霜
条
）
、
小
海
八
太
郎

（
小
根
岸
）
、
秦
野
利
一
（
仁
田
）

中
条
秀
雄
（
岩
瀬
）

◎
同
補
充
員

大
井
長
太
（
中
央
町
）
、
上
村
信
栄

（
上
野
）
、
村
越
利
雄
（
野
口
）
、
青

木
二
三
（
田
戸
）

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
件
は
、

馬
場
卜
禅
委
員
が
任
期
満
了
（
前
任
者

の
残
任
期
間
で
あ
る
九
月
十
五
日
が
満

期
）
と
な
っ
た
の
で
、
同
氏
を
再
選
し

た
い
と
い
う
町
長
提
案
に
対
し
、
挙
手

全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
人
事
案
件
で
あ
る
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
件
も
、
九
月
末
で

と
、
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

制
定
、
　
一
般
会
計
及
ぴ
農
業
共
済
特
別
会
計
の
各
補

正
予
算
、
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
規
約
の
変

更
、
白
倉
小
中
校
舎
改
築
請
願
を
審
議
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
の
数
藤
長
誠
氏
の
後
任
に
数

藤
信
善
氏
（
沖
立
）
を
選
任
し
た
い
と

い
う
提
案
に
対
し
、
や
は
り
挙
手
全
員

で
同
意
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
提
案
さ
れ
た
の
は
川
西
町
老

人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

条
例
制
定
で
、
以
下
は
、
こ
の
件
に
関

す
る
質
疑
の
模
様
の
一
部
で
す
。

町
長
老
人
憩
の
家
は
、
さ
る

十
一
日
に
開
所
式
を
行
な
い
、
十
五
日

か
ら
す
で
に
使
用
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
条
例
も
、
そ
の
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

社
会
課
長
施
設
の
運
用
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
県
の
指
導
も
い
た

だ
い
た
。
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
も
ち

ろ
ん
老
人
が
主
体
で
あ
る
。
た
だ
施
設

の
あ
い
て
い
る
場
合
に
一
般
の
使
用
も

で
き
る
よ
う
条
例
に
う
た
っ
た
。
管
理

者
は
町
長
・
町
で
あ
る
が
、
直
接
の
管

理
は
、
老
人
相
談
員
の
奥
山
湖
南
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
る
。

平
野
圭
二
氏
故
意
や
過
失

に
よ
り
施
設
。
器
具
を
破
損
し
た
場
合

賠
償
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
あ
る
が

過
失
の
場
合
も
と
い
う
の
は
、
老
人
に

と
っ
て
き
び
し
く
な
い
か
。

社
会
課
長
　
実
際
の
運
用
面

で
、
老
人
に
対
す
る
思
い
や
り
を
中
心

に
、
支
障
の
な
い
よ
う
や
っ
て
い
く
。

須
藤
寛
蔵
氏
施
設
の
使
用

料
に
つ
い
て
、
条
例
に
う
た
っ
た
額
で

ま
か
な
っ
て
ゆ
け
る
の
か
ど
う
か
、
そ

の
算
出
の
基
礎
は
。
ま
た
、
六
十
歳
以

上
な
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
い
っ
て
い

な
く
て
も
自
由
に
使
用
で
き
る
の
か
。

社
会
課
長
　
必
要
経
費
を
全

部
使
用
料
で
ま
か
な
う
と
い
う
考
え
は

な
い
。
施
設
の
た
て
ま
え
か
ら
す
れ
ば

使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
自
体
に
も
問

題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
入
浴
施
設
ま
で
し
た
と
い
う

こ
と
で
費
用
も
か
か
り
、
若
干
の
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
算
出

に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
既
存
施
設
の
例

を
参
考
に
し
た
。
県
内
の
最
高
料
金
は

荒
川
町
で
、
老
人
・
一
般
、
個
人
・
団

体
を
問
わ
ず
町
民
は
百
円
、
町
外
二
百

円
。
最
低
は
、
新
潟
市
に
無
料
と
い
う

の
が
三
か
所
あ
る
よ
う
だ
。

　
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
以
上

な
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
。

中
村
金
作
氏
実
際
の
管
理

た
と
え
ば
清
掃
や
ふ
ろ
の
湯
を
わ
か
す

の
は
だ
れ
か
。
次
に
、
お
ひ
ろ
め
の
意

味
か
ら
も
、
一
回
だ
け
無
料
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
と
の
希
望
が
あ
る
よ
う
だ

こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
完
成
の
お
祝
い
に
、
老

人
の
み
な
さ
ん
へ
優
待
券
の
よ
う
な
も

の
を
差
し
あ
げ
て
、
一
回
は
無
料
で
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る

社
会
課
長
　
管
理
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
奥
山
さ
ん
に
は
、
老
人
相

談
員
の
ほ
か
社
会
福
祉
協
議
会
の
推
進

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
仕
事
の
中
で
憩
の
家
を
管
理
し
て
い

た
だ
く
。
そ
の
手
当
等
は
協
議
会
の
費

用
と
し
て
盛
ら
れ
て
い
る
。

水
品
正
一
郎
氏
　
使
用
料

は
、
入
浴
を
し
て
も
し
な
く
て
も
同
じ

料
金
な
の
か
。
二
、
三
人
で
使
用
す
る

と
き
で
も
入
浴
で
き
る
の
か
。

社
会
課
長
　
使
用
料
は
入
浴

に
関
係
な
く
徴
収
す
る
。
ボ
イ
ラ
ー
を

設
備
し
て
い
る
の
で
、
前
日
に
使
っ
た

よ
う
な
場
合
は
、
当
日
た
か
な
く
と
も

湯
を
使
用
で
き
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
一
般
的
に
は
、
急
に
一
、
二
人
で

入
浴
と
い
わ
れ
て
も
無
理
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
条
例
だ
け
で
な
く

規
則
の
細
部
に
わ
た
っ
て
質
疑
が
か
わ

さ
れ
た
り
し
た
結
果
、
こ
の
件
は
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
料

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
か
ら
憩
の
家
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
要
領
に
つ
い

て
は
、
別
掲
の
、
社
会
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

白
倉
小
改
築
、
明
年
を
目
途
に

　
　
　
　
　
関
連
し
て
中
学
統
合
を
推
進

　
今
回
で
三
回
目
と
い
う
一
般
会
計
の

補
正
は
、
歳
入
歳
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に
三

百
二
十
九
万
二
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
こ
れ
で

予
算
規
模
は
四
億
七
千
九
百
七
十
へ
万

一
千
円
と
い
う
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
の
増
五
百
三
十
万

二
千
円
と
県
支
出
金
の
減
百
九
十
二
万

一
千
円
が
大
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

う
ち
、
県
支
出
金
関
係
は
、
月
沢
林
道

（
赤
谷
）
の
補
助
金
三
百
三
十
四
万
円

の
減
、
米
生
産
調
整
関
係
補
助
金
六
十

二
万
円
の
追
加
、
雪
中
避
難
小
屋
設
置

補
助
金
二
十
三
万
円
の
追
加
な
ど
を
差

し
引
き
し
た
結
果
の
数
字
で
す
。
な
お

林
道
の
補
助
金
減
額
は
、
県
か
ら
の
事

業
量
配
分
が
当
初
よ
り
削
減
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
川
西
駐
在
所
敷
地
造
成
八

十
万
円
・
米
生
産
調
整
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金
五
十
へ
万
へ
千
円
・
千
手
街

路
燈
補
助
金
百
万
円
等
が
増
の
大
口
。

逆
に
減
で
は
、
歳
入
で
も
ふ
れ
た
林
道

開
設
事
業
請
負
費
の
三
百
六
十
へ
万
円

観
光
費
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
使
用
料
九
万

円
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
は
、
こ
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
と
な
り
、
十
二
万
六
千
円

の
追
加
で
、
予
算
規
模
を
二
千
五
百
六

十
六
万
九
千
円
と
伸
ぱ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議

会
規
約
の
変
更
は
、
協
議
会
の
事
務
局

所
在
地
（
小
千
谷
市
）
で
住
居
表
示
の

変
更
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
規
約
の
関

係
部
分
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　
日
程
の
最
後
、
白
倉
小
中
爵
．
ナ
校
校
舎

改
築
に
関
す
る
請
願
は
、
第
五
回
臨
時

会
で
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
、
継
続

審
査
し
て
い
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、

そ
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
委
員
長
報
告

を
求
め
た
あ
と
、
質
疑
・
討
論
を
経
て

総
文
委
員
会
の
結
論
ど
お
り
小
学
校
改

築
は
採
択
、
中
学
校
改
築
は
不
採
択
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
〔
委
員
長
報
告
の
要
旨
〕

小
林
申
一
氏
白
倉
小
は
現

在
面
積
七
百
二
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、

う
ち
六
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
は
明
治

四
十
三
年
の
建
築
で
、
耐
力
度
点
数
は

三
千
五
百
十
六
点
、
い
う
ま
で
も
な
く

危
険
校
舎
で
あ
る
。
児
童
数
は
現
在
九

十
三
人
の
六
学
級
編
成
、
こ
れ
が
、
四

十
七
年
度
に
は
七
十
七
人
で
五
学
級
、

五
十
年
度
に
は
六
十
四
人
で
四
学
級
と

な
る
。
国
庫
補
助
の
面
か
ら
い
う
と
学

級
数
の
多
い
四
十
六
年
度
が
建
築
に
は

有
利
で
あ
る
。
白
倉
中
は
危
険
校
舎
で

は
な
く
、
し
か
も
、
統
合
の
計
画
を
県

に
報
告
済
み
で
、
計
画
変
更
が
な
い
か

ぎ
り
補
助
や
起
債
の
道
は
な
い
。

　
小
学
校
の
改
築
は
中
学
校
統
合
の
一

環
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
委
員

会
と
し
て
は
統
合
と
か
け
離
れ
た
結
論

を
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
地
元
の
統

合
に
対
す
る
意
向
を
た
だ
す
必
要
が
あ

っ
た
。
白
倉
側
の
考
え
は
、
通
年
寄
宿

に
は
難
色
が
あ
り
、
夏
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
冬
は
週
一
回
程
度
か
ん
じ
き
な
し

で
帰
宅
で
き
る
よ
う
道
を
確
保
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
統
合
と
改

築
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
町
長
を
・
甲
心

に
、
教
委
・
議
会
が
地
元
の
了
解
を
得

る
よ
う
努
力
す
る
必
要
を
認
め
つ
つ
、

小
学
校
改
築
は
採
択
、
中
学
校
改
築
は

不
採
択
と
決
定
し
た
。
　
　
（
以
上
）

　
ま
た
、
質
疑
に
際
し
て
、
統
合
を
先

へ
延
ば
す
こ
と
は
上
策
で
な
い
と
い
う

町
の
考
え
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

’
㌧
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歯
科
診
療
所
を
開
設

上
野
（
旧
富
井
歯
科
医
院
跡
）
に

　
待
望
の
歯
科
診
療
所
を
開
設
し
、
三

日
か
ら
診
療
を
始
め
ま
し
た
。

　
町
は
、
こ
の
ほ
ど
東
京
か
ら
増
田
正

一
歯
科
医
師
を
招
き
、
上
野
に
町
立
歯

科
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
み
な
さ
ん
の
歯
の
治
療
に

つ
い
て
の
不
自
由
を
い
く
ぶ
ん
な
り
と

も
解
消
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
ご
要
望

に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
治
療
の
際
は
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
ね

が
い
ま
す
。

位
置

大
字
上
野
　
旧
富
井
歯
科
医
院
（
富
井

歯
科
医
院
は
、
約
四
百
メ
」
ト
ル
千
手

寄
り
に
移
転
し
ま
し
た
。
）

診
療
所
の
名
称

川
西
町
立
歯
科
診
療
所

診
療
時
間

◇
平
日
は
午
前
へ
時
半
か
ら
午
後
五

時
ま
で

◇
土
曜
は
午
前
へ
時
半
か
ら
正
午
ま

　
で◇

日
曜
・
祭
日
は
休
診

　
診
療
方
針

〈
取
り
扱
う
も
の
〉

・
保
存
の
治
療
：
：
：
抜
歯
を
し
な
く

　
　
て
も
よ
い
虫
歯
の
治
療
。

・
充
て
ん
（
填
）
：
：
：
治
療
後
、
ア

　
　
マ
ル
ガ
ム
・
鋳
造
物
で
充
て
ん
装

　
　
着
し
て
歯
形
を
修
復
す
る
。

・
外
科
：
：
：
そ
の
他
の
抜
歯
や
外
科

　
　
処
置
お
よ
び
口
こ
う
（
腔
）
内
の

　
　
い
っ
さ
い
の
処
置
。

〈
取
り
扱
わ
な
い
も
の
〉

・
補
て
つ
（
綴
）
：
：
：
金
属
冠
・

　
　
義
歯
（
入
れ
歯
）
・
継
続
歯
（
継

　
　
ぎ
歯
）
な
ど
を
作
っ
て
装
着
す
る

　
　
こ
と
。

・
矯
正
：
：
：
歯
列
（
歯
並
び
）
を
直

　
　
す
こ
と
。

　
以
上
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
か
ら
、
抜

歯
や
治
療
を
し
た
後
で
、
補
て
つ
を
要

す
る
と
き
は
、
他
の
歯
科
医
に
お
願
い

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
の
際
、
富
井
歯
科
医
院
を
希
望
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
予
約
を
し
な

い
で
も
、
診
療
所
か
ら
の
連
絡
で
、
補

て
つ
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
協
定
を

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
歯
科
診
療
所
の
電
話
等
は
、

し
ば
ら
く
の
間
有
線
だ
け
で
、
番
号
は

｝
○
○
八
（
川
西
農
協
）
で
す
。

国
保
の
届
出
は

　
　
　
　
　
　
確
実
に

　
受
診
の
際
、
保
険
証
の

　
提
示
も
診
忘
れ
な
ぐ

　
国
保
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出
と
、

受
診
の
際
の
保
険
証
提
示
は
、
確
実
に

忘
れ
ず
に
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
み
な
さ
ん
が
、
共
済
組
合
や
事
業
所

の
保
険
に
加
入
す
る
と
、
加
入
し
た
そ

の
日
か
ら
国
保
の
方
は
除
外
さ
れ
ま
す

　
い
わ
ゆ
る
二
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
事
業
所
等
の
保
険
に
加
入
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
の
保
険
証
を

使
用
し
た
よ
う
な
場
合
、
医
療
費
の
国

保
負
担
分
は
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
事
業
所
等
の
保
険
に
加
入
し
た
ら
、

そ
の
保
険
証
と
国
保
の
保
険
証
、
そ
れ

に
印
鑑
を
持
参
し
て
町
の
国
保
脱
退
届

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
時

保
険
証
を
携
行
し
な
い
か
た
を
見
か
け

ま
す
が
、
保
険
証
は
必
ず
窓
口
で
係
に

提
示
さ
れ
る
よ
う
。
ま
た
、
一
部
負
担

金
に
つ
い
て
も
、
お
忘
れ
な
く
窓
口
で

支
払
わ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
出
か
せ
ぎ
の

　
　
　
　
皆
さ
ん
は

　
こ
れ
か
ら
、
冬
期
出
か
せ
ぎ
を
さ
れ

る
か
た
は
、
そ
の
勤
務
先
で
、
事
業
所

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
自
身
だ
け
で
な
く
家
族
も
同

時
加
入
し
て
、
町
の
国
保
は
脱
退
の
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

来
春
、
帰
郷
さ
れ
た
ら
あ
ら
た
め
て
国

保
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
）

郵
便
貯
金
の
奨
励

　
今
月
は
、
　
「
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
月
間
で
す
。

　
九
十
余
年
の
歴
史
を
も
つ
郵
便
貯
金

は
、
現
在
の
貯
金
高
六
兆
八
千
億
円
に

達
し
、
各
種
公
共
施
設
の
拡
充
整
備
等

に
融
資
さ
れ
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
七
千
二

百
十
万
円
が
融
資
さ
れ
、
地
域
の
福
祉

増
進
に
役
だ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、

こ
の
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
）

＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
層
＝
＝
＝
＝
＝
隅
＝
麟
＝
踊
＝
＝
＝
＝
［
＝
＝
＝
＝
＝
＝
脚
＝
廓
＝
瞬
＝
q
＝
＝
噛
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
繭
＝
＝
＝
＝
輔
＝
二
＝
旧
＝
欄
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
噂
＝
＝
＝
＝
繭
＝
＝
一
＝
繭
＝
幽
＝
哺
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
閥
＝
＝
陶
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
囎
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
剛
＝
喝
＝
噸
＝
噌
＝
＝
＝
＝
＝
鴫
二
【
＝
＝
＝
瞬
＝
＝
＝
＝
贈
＝
＝
哺
＝
＝

　
待
望
の
、
老
人
憩
の
家
「
月
見
荘
」

が
完
成
し
、
施
設
を
管
理
す
る
た
め
の

条
例
も
で
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
活
用
し
て
い
た

だ
く
番
で
す
。
使
用
の
方
法
等
に
つ
い

て
、
次
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
ょ
う
。

一
　
使
用
の
申
し
込
み

　
　
使
用
七
日
前
ま
で
に

　
社
会
課
へ
予
約
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘

　
だ
さ
い
。
口
頭
で
け
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
心

　
こ
う
で
す
。
　
（
電
話
で

　
よ
い
り
）
　
や
む
な
く

　
七
日
前
ま
で
に
予
約
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
き
な
い
場
合
は
、
そ
の

　
時
点
で
、
社
会
課
か
施
設
の
い
ず
れ

　
か
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
使
用
料

e
　
六
十
歳
以
上
の
町
内
居
住
者
は

　
　
一
人
七
十
円
。
た
だ
し
　
十
人
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
を

　
上
の
団
体
な
ら
一
人
五
十
円

⇔
　
町
内
の
六
十
歳
以
下
の
者
お
よ

　
び
町
外
の
者
は
一
人
百
円
。
団
体

　
な
ら
一
人
八
十
円
。

〔
日
．
使
用
料
は
、
施
設
を
使
用
す
る

いやしてください

　
際
、
施
設
内
の
係
員
に

　
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

三
使
用
時
間

〇
四
月
～
＋
月
は

　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後

　
　
六
時
ま
で
。

⇔
　
十
一
月
ノ
三
月

　
　
は
、
午
前
九
時
か
ら

　
　
午
後
五
時
ま
で
。

四
休
日

0
毎
週
月
曜
日

⇔
　
一
月
一
日
か
ら
同
五
日
ま
で

◎
十
二
月
二
十
へ
日
か
ら
同
三
十

　
一
日
ま
で
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

9／”憩の家
し～＿開所式のスナップから

◎来賓として県の民生部長も到着、受付でおみきを受
　ける。みんなニコニコ

◎町長の手で、テープにはさみが入れられる。いよい
　よ開所

◎式を終えて、明るい大広間でささやかに祝宴。台地
　の空気もうまい。
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㎜
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
中
鰍

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

歩
行
者
を
守
り
、

　
　
　
飲
酒
運
転
を
追
放

目
下
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

×
を
実
施
中
で
す
。
さ
る
六
日
か
ら
十

欺
五
日
ま
で
の
旬
間
行
事
で
す
が
、
町

欺
で
は
、
期
間
中
す
で
に
、
広
報
車
に

欺猛
澱
雛
装

欺欺欺欺欺黙欺××××××××××××××××××××××××××××

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

よ
る
巡
回
宣
伝
、
交
通
指
導
所
の
設
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

置
、
街
頭
指
導
等
、
交
通
対
策
協
議
期

会
を
中
心
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
欺

　
今
回
の
目
標
は
、
歩
行
者
の
事
故
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
に
子
ど
も
と
老
人
の
事
故
、
飲
酒
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
無
謀
運
転
に
ょ
る
事
故
の
絶
欺

無
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
あ
と
も
、
安
全
標
識
の
整
備
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
街
頭
指
導
の
強
化
、
小
中
学
校
で
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
教
室
を
開
い
て
の
安
全
教
育
な
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
期
間
中
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旬
間
が
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
気
欺

を
ゆ
る
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
常
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
底
し
て
交
通
事
故
を
追
放
す
る
た
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
そ
ろ
っ
て
、
運
動
を
継
続
し
て
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑
あ
ち
こ
ち
で
道
路
整
備
が
急
ピ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
チ
。
こ
ん
な
風
景
は
、
い
た
る
と
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。
人
も
車
も
、
欺

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
朕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

今
月
三
十
一
日
。
当
日
消
印
は
有
効

で
す
。

▽
応
募
要
領

応
募
標
語
は
、
自
作
・
未
発
表
に
限

り
ま
す
。
官
製
は
が
き
一
枚
に
剛
句

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
二

枚
ま
で
と
し
ま
す
。
応
募
の
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
賞

一
等

二
等

三
等

佳
作

▽
発

金一
人

三
人

＋
人

若
干
人

表

　
三
万
円

各
一
万
円

各
三
千
円

記
念
品

十
二
月
中
旬
　
新
聞
・
放
送
を
通
じ

て
公
表
。

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

相
崎
　
英
子
　
武
三
郎
二
女
　
中
島
町

小
海
　
恭
彦
　
正
隆
　
長
男
　
小
根
岸

桜
井
　
進
一
　
進
吾
　
長
男
発
電
所
通

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

命　
新
郎
　
高
橋
世
紀
夫
　
室
　
島

　
新
婦
　
竹
島
　
恵
子
　
北
海
道
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

星
名
ト
ラ
寺
ケ
崎
八
三

田
村
　
ト
メ
　
上
　
　
　
野
　
八
六

自
動
車
税

　
　
（
第
二
期
分
）

納
期
限
は
今
月
末

　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
納
税
相
談
室
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

納
税
方
法
等
、
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
た
か
た
は

必
ず
領
収
書
を
お
持
ち
願
い
ま
す
。

　
　
　
罐

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

統
一
地
方
選
挙
の

　
　
標
語
募
集

　
明
年
四
月
に
、
統
一
地
方
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
、
地
方

行
政
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
最
も

身
近
な
公
害
・
道
路
・
教
育
・
衛
生
な

ど
の
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
に

な
い
手
と
な
る
人
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
人
を
選
ぶ
た
め
に
、
ま
た
、
住
み
よ

い
郷
土
を
築
き
地
方
自
治
の
発
展
を
期

す
る
た
め
に
、
有
権
者
に
最
も
ア
ピ
ー

ル
す
る
選
挙
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
　
主
催
（
標
語
の
送
り
先
）

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議

　
会
、
所
在
地
　
東
京
都
千
代
田
区
平

　
河
町
二
の
六
　
麹
町
会
館
内

▽
募
集
締
め
切
り

小
林
真
由
美

北
村
扶
巳
雄

ノ」・北渡高

山村貫橋

ス　 軍美
イ基治枝

齋
藤
安
治
郎

田
中
ク
マ

中
屋
敷

山
野
　
田

高
　
　
倉

新
町
新
田

東
善
寺

木
　
　
落

発
電
所
通
り

仁
　
　
田

八八六六五三二
三一九三三七七二

車
検
を
受
け
る
に
は
納
税
証
明
書
が
必

要
で
、
こ
の
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
際

は
、
継
続
検
査
申
請
書
と
一
諸
に
、
自

動
車
税
の
領
収
証
書
を
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
領
収
証
書
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
、
証
明
書
交
付
に
日
時
の
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

香
典
返
し
と
し
て

　
　
二
万
円
を
寄
付

　
九
月
十
六
日
に
な
く
な
ら
れ
た
元
県

議
北
村
基
さ
ん
の
未
亡
人
セ
ツ
さ
ん
は

香
典
返
し
と
し
て
、
庁
舎
建
築
に
伴
う

備
品
費
に
で
も
、
と
二
万
円
を
寄
付
さ

れ
た
。

国
民
年
金
の
所
得
比
例
制
度

　
　
　
加
入
受
付
け
を
開
始

　
拠
出
制
国
民
年
金
の
所
得
比
例
保
険

料
納
入
希
望
者
の
加
入
受
け
付
け
を
、

今
月
一
日
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
あ
な

た
は
、
も
う
届
け
を
済
ま
せ
ま
し
た
か

ま
だ
で
し
た
ら
、
さ
っ
そ
く
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
老
齢
年
金
の
額
を
少

し
で
も
多
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

毎
月
、
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
三
百
五

十
円
の
加
算
保
険
料
を
納
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
分
だ
け
余
分
の
年
金

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
し
く
み
で
す
。

　
加
入
の
申
し
込
み
は
、
今
後
い
つ
で

も
で
き
ま
す
が
、
早
い
ほ
ど
得
な
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
に
よ
る
老
後
の
所
得
保
障
を
、

い
っ
そ
う
豊
か
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

　
な
お
、
加
入
の
由
し
込
み
は
、
電
話

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

納
税
メ
モ

△
「
、
月
は

　
　
町
・
県
民
税

　
　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す

　
こ
の
欄
を
設
け
て
か
ら
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
一
服
の

つ
も
り
で
、
た
ぱ
こ
消
費
税
の
話

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
の
た
ば
こ
消
費
税
額
は

九
百
三
十
万
円
（
売
上
げ
総
本
数

千
四
百
万
本
）
で
し
た
。
二
十
本

入
り
一
個
当
り
十
三
円
へ
十
へ
銭

の
消
費
税
が
町
に
は
い
り
、
　
一
日

一
個
を
吸
う
人
は
、
年
間
約
五
千

円
の
た
ば
こ
消
費
税
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
に
、
忘
れ
ず
に
、

た
ぱ
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

岩
手
国
体
に

す
も
う
の
広
田
君

　
第
二
十
五
回
国
体
秋
季
大
会
に
広
田

育
郎
君
（
三
十
二
歳
・
沖
立
、
写
真
）

が
、
す
も
う
の
一
般
の
部
に
、
県
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て

参
加
し

ま
す
。

秋
季

は
、
町

で
最
初

の
国
体

選
手
で
あ
り
、
七
日
、
役
場
で
壮
行
会

を
開
い
て
同
君
を
激
励
し
ま
し
た
。

☆鋤
か
わ
に
レ

　
　
擁
庵

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
自
倉
江
口
凡
石

◎
長
生
き
と
い
た
わ
ら
れ
つ
つ
稲
を
刈

　
る

◎
馬
市
の
あ
と
ひ
っ
そ
り
と
く
つ
わ
虫

　
敬
老
の
日
の
お
祝
い
を
頂
き
し

　
嫁
の
荷
を
か
ざ
り
て
襖
新
し
き

　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

◎
燈
下
親
し
音
た
て
て
降
る
夜
の
雨

　
月
あ
か
り
摺
り
た
ま
り
た
る
籾
の
山

　
籾
す
り
の
続
き
灯
の
う
る
み
を
り

　
　
　
　
　
悠
久
荘
金
子
義
夫

童
ら
の
栗
の
毬
む
く
山
の
道

　
減
反
の
田
の
草
青
く
刈
田
中

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

秋
晴
や
茜
蜻
蛉
が
舞
い
浮
ぷ

．
一
“




